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渦巻銀河の回転曲線から銀河の周り (ハロー)には、「現在の光学観測では直接観測できないダークマターが存在
する」と考えられる。我々MOA(Microlensing Observation in Astrophysics)グループは、バリオンダークマター
の候補である、MACHOs(MAssive Compact Halo Objects)の探索に焦点をあてている。

我々はニュージーランドのMt.John天文台において、広視野の望遠鏡と大面積 CCDカメラを使用した大量測
光を行っている。観測対象は大マゼラン星雲と銀河中心で、あわせて年間約 800万個の星を連続してモニターして
いる。重力マイクロレンズ効果による増光現象を観測することにより、大マゼラン星雲の観測は上述のMACHOs
を、銀河中心の観測は系外惑星を探索することを、それぞれ主な目的としている。

本講演では、我々が解析に用いている Image Subtraction法と、2000年の大マゼラン星雲のデータの解析結果
について報告する。


